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〈坂室
さかむろ

バイパスの事業目的〉 
・ 茅野市

ち の し

宮川
みやがわ

地区の交通混雑の緩和 
・ 茅野市

ち の し

宮川
みやがわ

地区の沿道環境の改善 
  
 国道２０号は、東京都中央区から長野県塩尻市へ至る延長約２３０

ｋｍの主要幹線道路です。 

そのうち、坂室
さかむろ

バイパスは、国道２０号現道の交通混雑の緩和と沿

道環境の改善を目的として、長野県
ながのけん

茅野市
ち の し

木
き

舟
ふね

から同宮川
みやがわ

を結ぶ３．

０ｋｍのバイパス事業です。 

茅野市
ち の し

周辺は、近年、土地区画整理事業の開発や工業団地が集積し

ているエリアです。そのため、宮川
みやがわ

交差点や坂室
さかむろ

交差点を中心に慢性

的な渋滞が発生しており、現況道路では対応できない状況になってい

ます。また、現道は、車道幅員が狭く、歩道が設置されていないなど

交通安全上問題があるとともに、大型車交通が多いため騒音等の沿道

環境が悪化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．事 業 の 目 的 

至諏訪市

至甲府市 

資料：西茅野土地区画整理事業 HP 

坂坂室室ババイイパパスス  

西茅野土地 

区画整理事業

至甲府市

至諏訪市 

長野県 一般国道 20 号 

坂室バイパス 
群馬県 栃木県 

茨城県

千葉県

山梨県 

神奈川県 

東京都 

埼玉県 

一般国道20号 
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・区 間 ： 自）長野県
ながのけん

茅野市
ち の し

木
き

舟
ふね

 

至）長野県
ながのけん

茅野市
ち の し

宮川
みやがわ

 

・計 画 延 長 ： Ｌ＝３．０ｋｍ 

・標 準 幅 員 ： ２５．０ｍ 

・道 路 規 格 ： 第３種第２級 

・設 定 速 度 ： ６０ｋｍ/ｈ 

・車 線 数 ： ４車線 

・全体事業費 ： １８２億円 
 

■標準横断図（単位：ｍ） 

 

 

 

 

 

■標準横断図〈トンネル部〉（単位：ｍ） 

 

 

 

 

 

 

２．計 画 の 概 要 
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（１）周辺道路の道路交通状況 

茅野市
ち の し

周辺は、近年、土地区画整理事業の開発や工業団地が集積

しているエリアです。こうしたなか、国道 20 号現道の坂室
さかむろ

バイパス

並行区間は、大型車交通量が増加し、混雑度は悪化しています。 

また、坂室
さかむろ

地先では、建
たて

倉
くら

橋が幅員 6.0ｍと大型車のすれ違いが困

難な橋梁となっているほか、坂室
さかむろ

交差点が主要渋滞ポイントとなっ

ています。また、縦断勾配が 7.0%の急勾配区間が約 780m 存在し、円

滑な走行を阻害しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19,967 19,717

6,173
10,963

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

H11 H17

(台/日)

小型車 大型車

2.0

1.6

1.0

1.2

1.4

1.8
1.82

1.68

　　　混雑度

26,140

30,680

宮川 

宮川坂室

建倉橋
（幅員 6.0ｍ）

坂室バイパス

坂室

縦断勾配 7% 
（約 780ｍ） 

長野県平均 

1.2万人時間/年km

３．道路整備の必要性と効果 

大型車が増加し※、混雑が悪化

資料：H11 道路交通センサス、H17 道路交通センサス 

※背景としてＨ11～Ｈ17 にかけて茅野市の製造品出荷額が

1,100億円（6割増）、300人以上事業所数が4件増加している

縦断勾配の急勾配区間 

大型車のすれ違いが困難な建倉橋 
8 割増 

渋滞ポイント

信号交差点

資料：H18 プローブ調査結果

至甲府市

至諏訪市 

宮川交差点は、市中心部へのアクセス

する県道や市道と交差するため、交通

が集中しやすく、旅行速度も低い 

（県平均の約 16 倍の損失時間） 

渋滞損失時間：約17万人時間/年（渋滞損失額：約6億円/年） 

西茅野土地区画整理事業 

    ～ 5万人時間/年・km

 5～10万人時間/年・km

10～20万人時間/年・km

   渋滞損失時間 

20～ 万人時間/年・km

【現況：H18 渋滞損失時間】 

国道 20 号現道の 

交通量と混雑度の変化
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（２）周辺道路の事故状況 

国道 20 号現道の坂室
さかむろ

バイパス並行区間における死傷事故件数は、

多くの区間で県平均を上回り（駐停車・出合頭の追突が多い）、特に、

終点部の宮川
みやがわ

地先では約 5倍です。また、坂室
さかむろ

地先では、車道が狭

く、歩道も整備されていないため、危険な状況です。 

坂室
さかむろ

バイパスの整備により、通過交通がバイパスへ転換され国道

20 号現道の事故が減少し、交通安全の向上が図られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 1
1 1
1 1
1 1
1 1
1 1 1
1 1 1
1 1 1
1 1 1 1
1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

30 
     
20 
    
10 
    
0 

（件/年･km） 

23 23 

幅員が狭く危険な状況 大型車が多く危険な状況 

1km あたりの死傷事故件数

資料：H14-17 交通事故統合データベース 

至甲府市

至諏訪市 

県平均を上回る区間が存在 
（最大 23 件/年 km；県平均の約 5倍）

長野県直轄平均 4.6（件/年･km） 

宮
川
交
差
点

終
点
部

起
点
部

坂
室
交
差
点 

宮
川
坂
室
交
差
点

死傷事故件数の内訳

駐停車中や出合頭の追突事
故が多く、交通の輻輳を要
因とする事故が多い（8割）

正面衝突
6%

出合頭
20%

その他14%

駐停車中の追突60%
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（３）周辺の整備状況 

現在、西茅野
に し ち の

地区では、道路・公園等の公共施設を配し、安全で

良好な住環境を整備するために、西茅野
に し ち の

土地区画整理事業の整備が

進められています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【西茅野土地区画整理事業概要】 

施 工 者 茅野市西茅野土地区画整理事業組合 

施 工 面 積 28.4ha 

施 工 期 間 平成 10 年度～平成 21 年度(予定) 

計 画 人 口 2,000 人 

事 業進捗状況 残工事は、公園造成のみ、その他は全て完了。 

土 地 利 用 
土地利用は、宅地・事業用地、田畑。 

宅地・事業用地の分譲率は、約 69.4％。 

西茅野土地区間整理事業 
至甲府市

至諏訪市 

資料：西茅野土地区画整理事業 HP 至諏訪市

至甲府市

坂坂室室ババイイパパスス  

西茅野土地 
区画整理事業
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（４）時間短縮等による地域の発展を支援 

坂室
さかむろ

バイパスの整備により、西茅野
に し ち の

地区（西茅野
に し ち の

土地区画整理事

業）から高速交通拠点である JR茅野
ち の

駅（特急停車駅）および中央自

動車道の諏訪
す わ

IC や諏訪
す わ

南 IC へのアクセス時間が短縮します（最大

５分短縮）。また、広幅員歩道や良好な道路景観が確保され、道路と

地域が一体となった土地利用が形成されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

至諏訪市

至甲府市 

資料：西茅野土地区画整理事業 HP 

坂坂室室ババイイパパスス  

西茅野土地 

区画整理事業

歩道幅員が広く 

良好な住環境形成 

【標準横断図】 

資料：西茅野土地区画整理事業 HP 

1 

遠くの空に雪を冠した北アルプスの山並みが

望め、良好な住環境を形成 

坂室バイパス 

イメージ写真① 

諏訪市方面

【整備前後のアクセス時間の変化（西茅野土地区画整理事業→高速交通拠点）】 

諏訪南 IC 
15 分→10 分 

茅野駅
6分→4分 

至甲府市

至諏訪市 諏訪 IC 
9 分→7分 

資料：H18 プローブ調査結果 
坂室 BPは法定速度（60km/h） 

西茅野地区
西茅野土地区間整理事業

：整備後

：整備前

：起 点 

：終 点 
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（５）沿道環境の改善(騒音)  

国道 20 号現道の坂室
さかむろ

バイパス並行区間では、夜間の大型車交通量

が多く、夜間の騒音が７３ｄｂで要請限度を超えています。 
坂室
さかむろ

バイパスの整備により、通過交通がバイパスへ転換すること

で夜間の要請限度や環境基準をクリアし、沿道環境が改善します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15,602

4,115

3,220

7,743

0

5,000

10,000

15,000

20,000

昼間
(7-19)

夜間
(19-7)

(台/12h)

大型車
小型車

18,822

11,858

73

65

60

65

70

75

80

現況 整備後

（ｄｂ）

国道 20 号現道における大型車混入率 

20% 
(県平均 15%) 

65%※ 
(県平均 36%) 

 
大型車 
混入率 

※H17 道路交通センサスより算出 

資料：H17 道路交通センサス 

夜間に 
大型車増加

騒音測定箇所 

（茅野市宮川） 

至甲府市

至諏訪市 

大型車が民家に近接して
走行している状況 

騒音測定箇所（茅野市宮川） 

【国道 20 号現道における騒音レベル（夜間）】 

←要請限度（夜間） 

夜間の要請限度および

環境基準をクリア 

資料：H17 環境センサス 

交通量推計結果 

←環境基準（夜間）
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（６）沿道環境の改善(CO2、NOx、SPM) 

坂室
さかむろ

バイパスの整備により、周辺の広範囲に及ぶ地域の CO2 の年間

排出量が削減されます。また、坂室
さかむろ

バイパスに並行する一般国道２０

号で NOx、SPM の年間排出量が削減されます。 
CO2の年間排出量は 5,300 t- CO2削減され、森林吸収面積で日比谷

ひ び や

公

園の約 31 倍に相当します。NOx の年間排出量は 9.4 ｔ削減され、東

京都を走行する大型車に換算すると約 3万台に相当します。SPM の年

間排出量は 0.8ｔ削減され、ペットボトル約 8千本分に相当します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

356.4

361.7

355

357

359

361

363

365

整備前 整備後

C
O
2
排
出
量
(千
t-
C
O
2
)

塩尻市

松本市

伊那市

茅野市

諏訪市

下諏訪町

長和町

辰野町

岡谷市

南牧村

小海町

立科町

箕輪町

南箕輪村

原村

富士見村

佐久穂町

3.1

2.2

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

整備前 整備後

S
P
M
排
出
量
(t
)

32.5

23.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

整備前 整備後

N
O
x排
出
量
(t
)

SPM・・・SPM を年間 0.8ｔ(27.0%)削減 

（500ml ペットボトル約 8,000 本分に相当）

※ペットボトル1本(500ml)に入るSPMを約

100g として計算 

約 8,000 本
27.0％削減

図 CO2 排出量算定範囲 図 NOx、SPM 排出量算定範囲 

CO2・・・年間 5,300ｔ-CO2(1.5%)削減 

（森林約 500ha の二酸化炭素吸収量に相当） 

（日比谷公園（約 16ha）の面積の約 31 倍に相当） 約 31 倍

1.5％削減

NOX・・・年間 9.4ｔ(29.0%)削減 

（東京都を走行する大型車に換算すると約 30,000 台に相当） 

※大型車 1台が東京都における平均距離を

走行した場合の NOx 排出量 

※大型車の速度を 40km/h、平均走行距離を

70km/台として換算 

29.0％削減

：算定範囲

約 3万台

算定範囲：茅野市、諏訪市

富士見町、原村

 
算定エリア 

再評価対象区間

L=3.0km 
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（１）事業の経緯 

平成９年１２月 都市計画決定 

平成１０年度 事業化 

平成１２年度 測量、調査設計、地元設計協議に着手 

平成１４年度 橋梁・改良工事に着手 

平成１５年度 用地買収、改良工事の推進 

          

平成１８年度  

平成１９年度 坂室トンネル工事着手 

L＝0.9km（2/4） 年度末供用予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．事業の経緯と進捗 

至甲府市

至諏訪市 

〜
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（２）当初の予定 

坂室
さかむろ

バイパスは、国道２０号の交通混雑の緩和および沿道環境の改

善を目的として、整備効果を勘案しながら、国道２０号現道から

西茅野
に し ち の

地区（西茅野
に し ち の

土地区画整理事業）までの区間について暫定２車

線供用を予定しています。 

その後、全線２車線暫定供用により整備効果の早期発現を図り、引

き続き完成４車線供用に向けて整備を進めることとしています。 

 

（３）現在の状況 

 

全 体 事 業 費 約１８２億円 

う ち 用 地 費 約 ５４億円 

執 行 済 み 額 約 ７８億円（約 43％） 

う ち 用 地 費 約 ４３億円（約 79％） 

残 事 業 費 約１０４億円 

 
本事業区間は３．０ｋｍであり、周辺地域の整備状況に併せ整備効

果を早期に発現するため、順次整備を進めてきております。 

先ずは、西茅野
に し ち の

土地区画整理事業と連携し、平成１９年度末には、

国道２０号現道から当該地域までの区間が暫定２車線供用（L=0.9km）

する予定であります。 

現在、国道２０号の交通混雑の緩和および沿道環境の改善を図るべ

く、坂室
さかむろ

バイパスの整備を予定通り進めております。 
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Ｂ／Ｃ【全体事業】 

 

路線名 一般国道２０号 

事業名 坂室バイパス 

延 長 Ｌ＝３．０ｋｍ 

 

□便益 

（単位：億円） 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

基準年 平成１９年度 

基準年における 
現在価値(B) 

４６４ ２５ ３ ４９２ 

 

□費用 

（単位：億円） 

 改築費 維持修繕費 合計 

基準年 平成１９年度 

基準年における 
現在価値(C) １７１ １２ １８３ 

 

□算定結果 

費用便益比 

Ｂ／Ｃ  ＝ 
 便益の現在価値の合計（Ｂ）

 費用の現在価値の合計（Ｃ）
＝ 

 ４９２億円  

 １８３億円  

＝  ２．７ 
 

 

 

 

注）１．費用及び便益額は整数止めとする。 

２．費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

 

 

５．費用対効果
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（１）事業の必要性に関する視点 

茅野市周辺には、近年、土地区画整理事業の開発や工業団地が集

積しているエリアであり、国道２０号現道には、朝夕の通勤時間帯

を中心に多くの交通が集中し、慢性的な交通渋滞が発生しています。 

また、車道幅員が狭く、大型車のすれ違いが困難な箇所や歩道の

未整備区間があり、安心して通行できない状況であり、早期の整備

が必要です。 

費用対効果（Ｂ／Ｃ）は２．７です。 

 

（２）事業進捗の見込みの視点 

今年度末には、国道２０号現道から西茅野土地区画整理事業地ま

での区間が暫定 2 車線供用（Ｌ=0.9km）する予定であり、当該事業

地の土地利用が促進されるものと期待されます。 

これらの事業と調整し、平成２２年度を目標に全線 2 車線暫定供

用する事で、国道２０号現道の渋滞損失時間の改善並びに沿道環境

改善が期待されます。（用地進捗率７９％） 

 

（３）対応方針（原案） 

当事業は、継続が妥当と考え、平成２２年度の全線２車線暫定供

用に向けて計画的に事業の進捗を図っていきます。また、その後も

完成４車線供用に向けて事業の推進を図ります。 

６．今後の対応方針（原案） 


